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最初に断っておくが、本書は税理士向けの専門書である。一般企業の税務担当者であってもすらすら頭
に入ってくる内容ではない。ましてそれ以外の一般人にとっては、読み進めるのは極めて困難だろう。
それにもかかわらず、著者の「プロ向けに分かりやすく解説しよう」という気迫が伝わってくる677ペ
ージに及ぶ大著である。あくまで「プロ向け」だが…。

本書のターゲットは中小企業をクライアントとする「町の税理士さん」たちだ。プロの税理士でも、め
ったにお目にかかれない組織再編税務について解説している。

そもそも組織再編を伴う合併や企業分割、株式交換、株式移転、株式交付は「大企業がやるもの」だっ
た。ところが事業承継や相続などで中小企業でも、こうした組織再編を実施するケースが出てきたのだ
。

これは平成29年度税制改正で事業承継税制と組織再編税制が改正され、スピンオフによる節税や財務強
化、スクイーズアウトによる「争族対策」が盛り込まれ、中小企業の事業承継対策でも活用できるよう
になったため。

これにより、簿価引き継ぎが可能な税制上「的確」となる案件が増え、組織再編のハードルが下がって
いるのだ。

本書はそうした新しい組織再編の依頼に「町の税理士」が対応できるよう準備するための1冊である。
現役の税理士にとっては「ニッチ」な分野だが、今後は間違いなく依頼が増えるだろう。

もちろん税務の知識があれば苦戦しながらも最先端の組織再編税制を学ぶことができる。プロの税理士
の必読書だ。書かれている内容はハイレベルだが、文章は平易であり、図表も多い。税理士以外の人も
、チャレンジしてみる価値は十分にある。（2022年11月発売）


